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神内一憲 実行委員長（昭和 47 年商学部）

児玉正之 会長

　

校
友
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
事
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
国
内
で
は
台
風
・
水
害
、海

外
で
は
大
規
模
な
国
際
的
テ
ロ
な
ど
、

不
幸
な
災
害
・
事
件
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
志
社
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
昨

年
は
創
立
１
４
０
周
年
で
地
元
関
東

甲
信
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
群
馬
県
安
中

市
で
「
同
志
社
フ
ェ
ア
in
安
中
」
が

催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
年
に
入
っ

て
、
京
都
で
新
作
能
「
庭
上
梅
」
の

上
演
、
熊
本
バ
ン
ド
を
偲
ん
で
「
同

志
社
フ
ェ
ア
in
熊
本
」
へ
と
催
事
が

続
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
、
５
月
15
日

㈰
に
第
18
回
「
東
京
校
友
会
春
の
集

オ
ー
ル
同
志
社「
２
０
１
６
春
の
集
い
」

実
行
委
員
長
　
神
内
一
憲

新
年
ご
挨
拶

会
長
　
児
玉
正
之

銘
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

節
目
の
年
に
華
を
添
え
る
記
念
す

べ
き
出
来
事
で
し
た
。

　

機
関
誌
「
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
も

１
０
０
号
に
到
達
し
、
保
存
版
「
創

刊
１
０
０
号
突
破
記
念
特
大
号
」
が

発
行
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
そ
の
編
集
過
程
で
校
友
会
規

約
改
正
で
東
京
支
部
が
１
８
９
７
年

（
明
治
30
年
）に
発
足
し
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
、
２
０
１
７
年
に
は
東

京
校
友
会
は
「
１
２
０
周
年
」
の
記

念
す
べ
き
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
一
新
し
、
従
来
に
比
し
大

幅
な
機
能
強
化
が
実
現
出
来
、
情
報

い
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
今
年
は
、
昭
和

47
・
57
年
卒
、
平
成

４
・
14
年
卒
の
メ
ン

バ
ー
を
中
心
に
、
東

京
校
友
会
の
常
任
幹

事
の
皆
様
の
お
力
も

お
借
り
し
て
実
行
委

員
会
を
形
成
し
ま
し

た
。

　

校
友
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
イ
ス
ラ
ム
国
（
Ｉ
Ｓ
）
を

は
じ
め
と
し
た
、
悲
惨
な
テ
ロ
や
紛

争
が
多
発
し
た
年
で
し
た
。

　

今
年
こ
そ
テ
ロ
や
紛
争
の
少
な
い

一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
り
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
皆
様
の
東
京
校
友
会

活
動
へ
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

「
同
志
社
創
立
１
４
０
周
年
」
の
節

目
の
年
に
同
志
社
や
新
島
襄
に
校
友

の
皆
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
想
い
を
馳
せ

た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
ご
承
知

の
通
り
安
中
藩
江
戸
上
屋
敷
跡
の
学

士
会
館
に
建
つ
生
誕
之
碑
の
近
く
に

「
錦き
ん
さ
ん三・

七し

め

た

五
三
太
」
公
園
が
誕
生
し

　

テ
ー
マ
は
「
オ
ー
ル
同
志
社
」
で

す
。
求
心
力
を
重
視
し
ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
に
は
、
国
際
金
融
都
市
東

京
ら
し
く
、
経
済
小
説
の
分
野
で
独

自
の
境
地
を
開
か
れ
た
真
山
仁
氏
を

お
呼
び
し
ま
す
。
氏
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で

ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
「
ハ
ゲ
タ
カ
」
シ

リ
ー
ズ
が
有
名
で
、
今
も
週
刊
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
に
て
、
シ
リ
ー
ズ
第
５
弾

「
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
を
連
載
中
で
す
。

　

世
代
間
で
先
輩
の
経
験
を
聞
い
た

り
、
同
世
代
で
お
互
い
の
情
報
を
交

換
し
た
り
、
皆
さ
ん
が
能
動
的
に

な
っ
て
下
さ
い
。
昨
年
始
ま
っ
た
大

名
刺
交
換
会
は
今
年
も
や
り
ま
す
。

新
た
な
発
見
を
目
指
し
て
、
ぜ
ひ
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
す
様
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
実
行
委
員
一
同
、
心
よ

り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

に
検
討
し
て
参
り
た
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
年
も
従
来
以
上
に
大
学
・
校
友

会
本
部
・
関
東
甲
信
ブ
ロ
ッ
ク
の
各

支
部
と
の
連
携
強
化
を
通
じ
て
、
校

友
間
の
交
流
の
活
発
化
と
充
実
、
若

い
校
友
が
参
加
出
来
る
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
、
ま
た
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、「
良

心
教
育
」
を
発
信
し
、
関
東
で
の
同

志
社
の
「
プ
レ
ゼ
ン
ス
」
を
高
め
る

活
動
に
注
力
を
致
し
ま
す
。

　

昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た
懇
親
ゴ
ル
フ

大
会
等
、
校
友
が
「
群
れ
る
」
機
会

を
タ
イ
ム
リ
ー
に
、
一
つ
で
も
多
く

企
画
を
提
供
し
、
皆
さ
ん
の
「
輪
」

と
「
絆
」
が
広
が
る
年
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
参
り
ま
す
。

　

改
め
て
「
志
を
同
じ
く
す
る
も
の

が
集
ま
っ
て
創
る
結
社
」「
良
心
を
手

腕
に
運
用
す
る
人
物
」「
変
革
を
自
ら

実
行
す
る
人
物
の
育
成
」
等
こ
れ
ら

を
胸
に
、
今
年
も
先
ず
群
れ
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

同
志
社
の
更
な
る
発
展
、
中
期
目

標
「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
５
」
の
着
実

な
達
成
と
、
校
友
の
皆
さ
ん
の
ご
活

躍
と
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
申
で
す
。
意
志
が

強
く
、
賢
く
、
器
用
、
好
奇
心
旺
盛
、

素
早
い
行
動
等
が
猿
の
特
徴
で
す
が
、

そ
の
一
つ
で
も
二
つ
で
も
実
践
し
た

い
も
の
で
す
。

２０１6年は強い意志を持って素早く挑戦する年に

の
迅
速
な
受

発
信
や
活
用

範
囲
も
大
幅

に
拡
大
致
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
新

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
武
器
に

致
し
た
く
、

様
々
な
活
用

方
法
を
皆
さ

ん
と
ご
一
緒
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児玉会長から村田学長へ募金目録贈呈

内藤正典 教授

　

11
月
４
日
（
水
）、新
島
襄
生
誕
の

地
で
あ
る
神
田
錦
町
の
学
士
会
館
に

お
い
て
、「
２
０
１
５
年
特
別
協
力
会

員
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、
72
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、
児
玉
正
之
東
京
校
友

会
会
長
の
開
会
挨
拶
、
長
谷
川
正
治

校
友
会
副
会
長
の
ご
挨
拶
に
続
き
、

同
志
社
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル･

ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
の
内
藤
正
典
教
授

に
よ
る
特
別
講
演
「
中
東
崩
壊
と
イ

ス
ラ
ム
の
過
激
化
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

第
二
部
は
、
児
玉
会
長
か
ら
村
田

晃
嗣
学
長
へ
の
「
同
志
社
大
学
東
日

本
大
震
災
被
災
学
生
支
援
募
金
」
の

目
録
贈
呈
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

次
に
村
田
学
長
か
ら
、「
今
年
は

同
志
社
創
立
１
４
０
周
年
、
あ
と
10

年
で
１
５
０
周
年
と
な
り
ま
す
。
校

友
の
皆
様
に
は
、
母
校
と
の
つ
な
が

り
を
ま
す
ま
す
強
め
て
い
た
だ
き
た

特
講

別
演

中
東
崩
壊
と
イ
ス
ラ
ム
の
過
激
化

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
教
授
　
内
藤
正
典

特
別
協
力
会
員
の
集
い

い
」
と
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、
村
田
学

長
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
懇
親
会
へ
と

移
り
ま
し
た
。

　

特
別
協
力
会
員
の
１
分
間
ス
ピ
ー

チ
で
は
学
生
時
代
に
夢
中
に
な
っ
た

こ
と
、
同
志
社
を
卒
業
し
て
良
か
っ

た
こ
と
を
全
員
に
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
も
賑
や
か
な
歓
談
・

交
流
が
あ
り
、
最
後
に
金
屋
憲
二
郎

東
京
校
友
会
副
会
長
の
リ
ー
ド
に
よ

る
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
斉
唱
、
同
志
社

チ
ア
ー
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
特
別
協
力
会
員
（
年
会
費

２
万
円
）
は
、
今
年
度
こ
れ
ま
で
に

25
名
の
新
規
入
会
が
あ
り
、
既
存
会

員
と
合
わ
せ
て
１
６
２
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。

文
責
／
新
田
博
伸（
昭
52
年
・
法
）

❹ 

シ
リ
ア
に
つ
い
て

　

内
戦
と
イ
ス
ラ
ム

国
の
両
方
に
襲
わ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
ア
サ

ド
政
権
に
ロ
シ
ア
・
イ

ラ
ン
が
、
反
政
府
側
に

米
国
・
ト
ル
コ
・
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
・
カ
タ
ー

ル
が
つ
い
た
。
ロ
シ

ア
の
「
テ
ロ
と
の
戦

い
」
表
明
に
よ
り
本
格

参
戦
と
な
り
、
ア
サ
ド

政
権
側
も
「
イ
ス
ラ
ム

国
」
を
攻
撃
し
だ
し
た
。

❺ 

難
民
の
奔
流

　

現
在
難
民
の
数
は

４
５
０
万
人
、
シ
リ
ア

の
国
内
難
民
８
０
０
万

❸
「
イ
ス
ラ
ム
国
」
は
な
ぜ
生
ま
れ

た
か

　
ム
ス
リ
ム
（
イ
ス
ラ
ム
教
徒
）
世

界
の
腐
敗
と
堕
落
に
よ
り
、
正
し
く

イ
ス
ラ
ム
を
実
践
す
る
国
が
な
い

こ
と
や
欧
米
の
戦
争
に
よ
る
犠
牲

が
背
景
に
あ
り
、
イ
ラ
ク
戦
争
に
よ

り
国
家
が
空
中
分
解
し
た
こ
と
が

原
因
に
挙
げ
ら
れ
る
。

　
特
別
講
演
「
中
東
崩
壊
と
イ
ス
ラ

ム
の
過
激
化
」
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス

タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
　
内
藤
正
典
教

授
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
、

Ｅ
Ｕ
内
で
の
難
民
受
け
入
れ
が
タ
イ

ム
リ
ー
な
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
注
目
を

集
め
る
中
で
の
講
演
と
な
り
、
興
味

深
い
テ
ー
マ
と
な
り
ま
し
た
。

　
講
演
は
次
の
よ
う
な
展
開
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

❶ 

崩
壊
に
向
か
う
中
東
の
秩
序

　

シ
リ
ア
内
戦
か
ら
「
イ
ス
ラ
ム

国
」
の
台
頭
、
リ
ビ
ア
内
戦
、
イ
エ

メ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ

の
衝
突
、
エ
ジ
プ
ト
の
不
安
定
化
、

チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
テ
ロ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
の
ボ
コ
・
ハ
ラ
ム
の
暴
力
に
つ
い

て
解
説
。

❷
「
イ
ス
ラ
ム
国
」
と
は
何
か

　

イ
ス
ラ
ム
法
に
よ
る
統
治
で
あ

り
、
主
権
は
唯
一
絶
対
神
ア
ッ
ラ
ー

の
手
に
あ
り
、
政
治
を
す
る
必
要
な

い
が
、
実
際
は
無
慈
悲
で
暴
力
的
で

あ
る
。
イ
ス
ラ
ム
世
界
で
類
例
を
見

な
い
「
病
理
」
で
あ
り
、
そ
の
治
療

法
は
外
科
療
法
的
な
軍
事
力
で
は

無
理
で
あ
る
。

人
。
Ｅ
Ｕ
諸
国
は
難
民
の
受
け
入
れ

で
大
混
乱
。
圧
倒
的
多
数
の
難
民
が
、

受
け
入
れ
を
表
明
し
た
ド
イ
ツ
を
目

指
す
事
態
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

多
く
が
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

諸
国
の
排
外
主
義
、
反
イ
ス
ラ
ム
主

義
が
高
揚
し
混
乱
を
招
い
て
い
る
。

　
以
上
の
テ
ー
マ
を
ア
ラ
ブ
に
お
住

ま
い
の
現
地
か
ら
の
視
点
で
わ
か
り

や
す
く
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

文
責
／
作
村
満
明（
昭
52
年・法
）

写
真
／
新
田
博
伸（
昭
52
年・法
）
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昭和 51 年商学部卒　ADK 植野伸一社長

　

大
手
広
告
代
理
店　

ア
サ
ツ
ー

デ
ィ
・
ケ
イ
の
代
表
取
締
役 

植
野

伸
一
社
長
は
同
志
社
大
学
商
学
部
昭

和
51
年
の
卒
業
生
で
す
。
洛
紫
会
で

久
し
ぶ
り
に
社
長
の
講
演
が
実
現
し
、

会
場
の
東
京
オ
フ
ィ
ス
に
は
90
名
以

上
が
集
合
し
ま
し
た
。
京
都
か
ら
は

広
告
業
界
に
就
職
予
定
の
4
年
生
2

名
が
特
別
参
加
。

　

講
演
で
は
、
広
告
業
界
が
直
面
し

て
い
る
環
境
変
化
に
対
応
し
「
コ

ン
シ
ュ
ー
マ
ー
・
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
カ
ン
パ
ニ
ー
」
を
目
指

す
A
D
K
の
方
向
性
が
わ
か
り
や

す
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
競
合
他
社
の

卒
業
生
か
ら
も
質
問
が
出
る
様
子
は
、

ま
さ
に
卒
業
生
の
会
合
な
ら
で
は
の

光
景
で
す
。
懇
親
会
で
は
、
参
加
者

全
員
が
仕
事
を
離
れ
て
交
流
を
深
め

ま
し
た
。「
初
め
て
会
う
人
だ
け
ど

同
窓
生
と
い
う
だ
け
で
自
然
に
親
し

く
話
が
で
き
、
東
京
で
こ
ん
な
に
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
関
係
は
う
れ
し
い

で
す
ね
」
と
の
感
想
も
。
開
催
の
実

現
と
運
営
に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
幹

事
の
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

文
責
／
安
永
昌
代（
昭
56
年
・
経
）

【
洛
紫
会
】

 
今
年
の
最
後
は 

ア
サ
ツ
ー
デ
ィ
・
ケ
イ

 

植
野
伸
一
社
長
の
講
演
会
＆
懇
親
会

11
月
20
日（
金
）開
催
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井上礼之 校友会会長の挨拶

金剛流宗家　金剛永謹さん

開会式後栄光館での大集合写真

　
校
友
会
大
懇
親
会

　
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

に
よ
る
謡
「
春
日
竜
神
」
が
披
露
さ

れ
、
会
場
は
一
気
に
幽
玄
な
能
の
世

界
に
い
ざ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
能
の
歴
史
、
４
つ
の
流
派

の
解
説
、
能
面
の
意
味
、
面
（
お
も

て
）
と
装
束
の
歴
史
な
ど
で
、
初
心

者
で
も
よ
く
わ
か
る
お
話
で
し
た
。

特
に
豊
臣
秀
吉
の
「
雪
の
小
面
」
を

ご
披
露
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
に
は

大
変
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

　

大
懇
親
会
は
水
谷
理
事
長
の
ご
祈

祷
か
ら
始
ま
り
、
村
田
学
長
か
ら
は

「
１
５
０
周
年
に
向
け
て
学
生
、
教

職
員
、
校
友
会
の
オ
ー
ル
同
志
社
で

進
ん
で
行
こ
う
」
と
挨
拶
が
あ
り
、

同
志
社
女
子
大
加
賀
学
長
の
ご
発
声

で
乾
杯
。
応
援
団
や
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

も
舞
台
に
上
が
り
、
賑
や
か
な
楽
し

い
懇
親
会
で
し
た
。
豊
原
校
友
会
副

会
長
の
閉
会
の
辞
の
後
に
、
全
員
で

カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
を
歌
い
閉
会
い
た

し
ま
し
た
。

能
楽
金
剛
流
宗
家
が
記
念
講
演

　

平
成
27
年
11
月
７
日
（
土
）
同
志

社
創
立
１
４
０
周
年
記
念
講
演
会
が

京
都
国
際
会
館
に
て
、
懇
親
会
が
グ

ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
井
上
礼
之
校
友

会
会
長
が
「
校
友
会
は
創
立
１
５
０

周
年
に
向
け
、
伝
統
を
未
来
に
伝
え

る
た
め
に
大
学
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
」
と
力
強
く
開
会
宣
言
。
次
に
、

大
谷
総
長
よ
り
「
こ
こ
３
、４
年
は

皆
様
か
ら
の
多
大
な
る
ご
支
援
を
心

強
く
感
じ
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
同
志
社
大
学
文
学
部
、

昭
和
49
年
卒
業
の
能
楽
金
剛
流
宗
家
、

金
剛
永
謹
さ
ん
。
舞
台
に
は
豪
華
な

能
の
装
束
３
着
が
飾
ら
れ
、
題
目

の
「
同
志
社
の
伝
統
と
絆
～
能
を
通

し
て
～
」
に
ふ
さ
わ
し
い
豪
華
さ
で
、

冒
頭
に
は
ご
子
息
の
金
剛
龍
謹
さ
ん

会
も
国
内
支
部
48
、
海
外
支
部
26
、

卒
業
生
30
万
人
、
同
志
社
と
と
も
に

進
ん
で
い
く
所
存
で
す
」
と
力
強
く

ス
ピ
ー
チ
。

　

玉
村
三
保
子
同
窓
会
会
長
は
ス

ク
ー
ル
カ
ラ
ー
紫
の
お
着
物
で
登
壇

さ
れ
「
よ
う
こ
そ
、
お
帰
り
な
さ
い
。

今
年
は
建
学
１
４
０
周
年
、
良
心
を

手
腕
に
運
用
せ
よ
と
言
わ
れ
た
新
島

先
生
の
精
神
を
思
い
な
が
ら
今
出
川

キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
い
て
み
ま
し
ょ

う
」
と
挨
拶
。
そ
の
後
、
全
員
で
カ

レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
を
歌
い
、
水
谷
理
事

長
の
祝
祷
を
受
け
、
大
集
合
写
真
を

撮
り
終
え
て
、
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス

へ
向
か
い
ま
し
た
。

文
責
／
作
村
満
明（
昭
52
年
・
法
）

写
真
／
新
田
博
伸（
昭
52
年
・
法
）

栄
光
館
で
開
会
式

　

大
懇
親
会
の
翌
日
は
今
出
川
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

の
開
催
と
い
う
運
び
。
栄
光
館
で
の

開
会
式
は
讃
美
歌
斉
唱
に
始
ま
り
、

参
加
者
を
一
気
に
懐
か
し
い
学
生
時

代
へ
引
き
戻
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

聖
書
朗
読
な
ら
び
に
祈
祷
は
、
石

川
立
同
志
社
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化

セ
ン
タ
ー
所
長
。
続
い
て
グ
リ
ー
ク

ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
「
寒
梅
詩
」
の
合

唱
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
谷
総
長
の
「
よ
う
こ
そ
お
い
で

下
さ
い
ま
し
た
。
皆
様
が
新
島
の
建

学
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
良
心
を
も

と
に
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
」
と
い
う
歓

迎
の
言
葉
の
あ
と
、
村
田
学
長
か
ら

「
１
５
０
周
年
に
向
け
て
何
を
な
す

べ
き
か
、
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
５
を
作

成
し
ま
し
た
。
10
年
後
そ
の
中
で
で

き
た
こ
と
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

話
し
な
が
ら
皆
様
と
集
え
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」
と
の
挨
拶
が
続
き

ま
し
た
。

　

中
村
友
一
校
友
会
副
会
長
は
終
戦

直
後
の
芋
畑
の
中
で
の
創
立
70
周
年

の
話
を
さ
れ
た
あ
と
「
今
で
は
校
友
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校友
訪問

片桐 哲 中学部卒業時

学生時代の播島幹長さん

遅
く
が
っ
か
り
し
た
よ
う
だ
。

　

さ
て
片
桐
家
の
二
代
目
に
は
も
う

一
人
紹
介
し
た
い
人
物
が
居
る
。

　

そ
れ
は
次
男
の
哲
で
あ
る
。
明
治

21
年
３
月
３
日
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら

卓
と
は
二
歳
離
れ
て
い
る
が
、
学
年

は
一
年
違
い
に
な
る
。

　

明
治
37
年
３
月
20
日
に
父
清
治
牧

師
か
ら
仙
臺
組
合
教
会
（
現
在
の
仙

台
北
教
会
）
で
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。

明
治
40
年
同
志
社
中
学
部
を
卒
業
の

後
神
学
部
に
学
び
大
正
２
年
に
卒
業

し
た
が
、同
期
生
に
岩
村
清
四
郎（
後

の
大
森
め
ぐ
み
教
会
の
牧
師
）、渡
瀬

主
一
郎
、
松
原
大
八
、
田
中
金
蔵
な

ど
が
い
る
。

　

水
沢
の
片
桐
清
治
・
卓
顕
彰
碑
の

除
幕
式
の
折
配
ら
れ
た「
片
桐
清
治
・

哲
父
子
顕
彰
」
の
冊
子
に
哲
の
こ
と

は
詳
し
く
載
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で

は
概
略
を
ご
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

哲
と
い
う
と
、
先
ず
は
グ
リ
ー
ク

ラ
ブ
を
皆
さ
ん
は
思
い
出
さ
れ
る
と

思
う
が
、
こ
れ
は
明
治
44
年
の
終
わ

り
頃
に
哲
が
中
心
に
な
っ
て
組
織
さ

れ
た
も
の
で
、
命
名
も
哲
自
身
で
あ

る
。
当
時
、
東
寮
の
寮
長
で
あ
っ
た

が
、
寮
生
に
教
え
て
い
た
の
が
成
長

し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
当
時
の

　

き
よ
江
の
亡
き
後
、
昭
和
19
年
祖

父
の
卓
は
外
務
省
大
臣
官
房
電
信
課

に
勤
務
す
る
が
、
そ
の
年
の
８
月
外

務
省
を
退
官
し
、
大
東
亜
省
（
現
外

務
省
）
事
務
の
嘱
託
と
な
る
。

　

昭
和
20
年
８
月
大
東
亜
省
を
退
官

し
、
京
都
に
居
を
移
し
、
同
志
社
外

事
専
門
学
校
中
国
語
講
師
と
し
て
余

生
を
送
る
こ
と
に
な
る
が
、
翌
年
の

２
月
病
魔
に
襲
わ
れ
子
女
に
見
守
ら

れ
闘
病
生
活
に
入
る
。

　

終
戦
後
食
料
事
情
も
良
く
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
る
が
、
卓
は
や
み
の
食

料
を
口
に
す
る
こ
と
を
拒
み
、
５
月

19
日
昇
天
す
る
。
享
年
61
歳
。

　

丁
度
そ
の
時
、
我
が
家
族
は
中
国

か
ら
引
き
上
げ
船
で
日
本
を
目
指
し

て
い
た
が
、
や
っ
と
の
こ
と
で
京
都

に
た
ど
り
着
い
た
時
、
卓
の
姿
は
相

国
寺
の
家
に
は
な
か
っ
た
。
私
の
父

の
昌
は
昭
和
20
年
４
月
に
中
国
の
江

西
省
九
江
で
生
ま
れ
た
私
を
早
く
見

せ
た
い
思
い
で
帰
宅
し
た
が
、
一
足

片
桐
家
同
志
社
五
代
記

連
企

載
画

その十五

今
出
川
四
季

連
載
コ
ラ
ム

く
、
彼
の
手
引
き
で
出
町
の
英
国
帰

り
の
老
女
先
生
に
入
門
し
て
手
と
り

足
と
り
し
て
教
え
を
受
け
た
が
長
続

き
し
な
か
っ
た
。
先
生
の
グ
レ
ー
の

カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
の
背
が
夕
方
に
は
学

生
の
手
垢
で
黒
っ
ぽ
く
な
っ
て
い
た

の
を
懐
か
し
く
思
い
出
す
。

　
三
回
生
に
な
る
と
ゼ
ミ
は
黒
松
教

授
の
工
業
経
済
学
を
志
望
し
た
。
大

橋
君
の
他
に
、
巽
悟
朗
君
、
小
口
良

喜
君
、
西
川
明
大
君
な
ど
、
後
に
活

躍
す
る
多
士
済
々
の
メ
ン
バ
ー
が
多

く
居
た
。

　
就
職
問
題
が
頭
を
も
た
げ
出
し
た

時
、
大
学
か
ら
日
興
証
券
、
毎
日
新

聞
、
三
菱
造
船
の
三
社
を
紹
介
さ
れ

結
局
、
日
興
に
入
社
試
験
後
、
縁
あ

り
入
社
し
た
が
、
後
々
縁
の
あ
る
同

志
社
人
脈
に
、
非
常
に
助
力
を
頂
く

こ
と
に
な
っ
た
。
業
界
初
の
上
場
も
、

そ
の
結
果
で
あ
る
。
今
で
も
脈
々
と

続
く
有
難
い
母
校
の
縁
で
あ
る
。

文
／
播
島 

幹
長（
昭
33
年
・
経
）

　
多
く
の
先
輩
、
友
人
、
後
輩
に
恵

ま
れ
た
事
が
大
き
い
。

　
良
心
碑
の
言
葉
は
、
年
を
経
る
ご

と
に
重
く
心
に
刻
ま
れ
て
き
た
よ
う

に
思
う
。

　
大
阪
か
ら
の
通
学
に
は
時
間
を
要

し
た
。
神
戸
か
ら
石
川
治
君
、
本
田

克
之
君
（
昭
33
経
卒
）
が
乗
車
し
て

座
席
を
確
保
し
て
く
れ
て
い
た
の
に

は
助
け
ら
れ
た
。

　
昨
年
数
年
ぶ
り
に
同
期
の
六
人
衆

（
60
年
来
の
友
人
）と
母
校
キ
ャ
ン
パ

ス
を
散
策
し
良
心
碑
前
で
記
念
撮
影

し
た
。

　
下
宿
し
て
い
た
和
歌
山
出
身
の
大

橋
龍
平
君
、
川
瀬
敬
策
君
は
当
時
米

飯
券
を
持
っ
て
い
て
食
事
の
時
、
随

分
恩
恵
を
蒙
っ
た
。
或
る
時
、
大
橋

君
の
実
家
か
ら
送
っ
て
き
た
猪
肉
を

焼
い
て
食
し
た
が
臭
い
た
る
や
強
烈

で
下
宿
主
か
ら
随
分
叱
ら
れ
た
。
し

か
し
、
美
味
な
記
憶
は
忘
れ
難
い
も

の
だ
っ
た
。

　
川
瀬
君
と
真
鍋
秀
夫
君
は
、
パ
チ

ン
コ
に
強
く
常
に
勝
っ
て
い
た
が
、

女
性
店
員
と
仲
が
良
か
っ
た
の
で
は

と
今
で
も
憶
測
し
て
い
る
。

　
加
藤
正
夫
君
は
、
ダ
ン
ス
が
上
手

ク
ラ
ブ
員
に
は
、
平
賀
徳
造
、
平
田

重
、
原
忠
男
、
錦
織
貞
夫
な
ど
の
他

に
哲
の
弟
、
弘
（
三
男
）
や
総
（
四

男
で
あ
る
が
学
生
時
代
に
逝
去
）
も

い
た
。
２
年
後
に
は
会
員
も
50
名
余

り
に
な
り
、
哲
が
指
揮
を
し
た
。

　

こ
の
頃
を
知
る
岩
村
清
四
郎
さ
ん

の
話 

で
は
、哲
の
声
は
そ
ん
な
に
良

く
な
か
っ
た
と
清
四
郎
さ
ん
の
孫
の

望
月
初
穂
さ
ん
か
ら
聞
い
た
。
哲
は

後
に
同
志
社
大
学
音
楽
部
長
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
。

　

大
正
３
年
ア
メ
リ
カ
の
バ
ー
ク

レ
ー
の
太
平
洋
神
学
校
に
学
ん
だ
後
、

大
正
４
年
に
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
神
学

校
に
入
学
し
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
ア
ラ

ビ
ア
語
等
を
修
め
、
翌
年
学
位
を
受

け
た
。
更
に
旧
約
神
学
を
３
年
研
究

し
、
大
正
９
年
４
月
に
帰
国
し
、
同

志
社
大
学
神
学
部
教
授
に
就
任
す
る
。

昭
和
３
年
か
ら
文
学
部
教
授
を
兼
任

し
、
昭
和
5
年
か
ら
一
年
間
在
外
研

究
員
と
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
と
欧
米
諸

国
を
視
察
・
研
究
し
て
旧
約
聖
書
考

古
学
を
深
め
て
帰
国
し
、
昭
和
６
年

か
ら
文
学
部
長
も
兼
任
し
て
い
る
。

　

昭
和
28
年
に
定
年
退
職
し
た
が
、

そ
の
間
に
梅
花
学
園
理
事
、
同
志
社

理
事
と
し
て
働
き
、
そ
の
後
梅
花
学

園
長
、
梅
花
女
子
大
学
学
長
な
ど
を

歴
任
し
た
。

文
／
片
桐　

陽（
昭
42
年
・
工
）
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校友
訪問

不
思
議
な
縁
に
導
か
れ
て

　

大
阪
市
天
王
寺
区
、
環
状
線
の
玉

造
駅
前
に
あ
る
「
日
の
出
通
り
商
店

街
」、か
つ
て
は
商
店
会
長
も
務
め
た

商
店
の
一
人
息
子
の
「
え
え
し
の
ボ

ン
」
と
し
て
、
昭
和
34
年
11
月
19
日

に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

中
学
時
代
に
京
阪
沿
線
に
移
り
、

実
家
は
う
ど
ん
屋
を
開
業
。
高
校
は

枚
方
高
校
。
う
ど
ん
屋
で
す
が
、
そ

ば
も
や
り
ま
す
か
ら
大
晦
日
は
年
越

し
そ
ば
で
大
忙
し
。
僕
も
出
前
な
ど

の
手
伝
い
で
て
ん
て
こ
ま
い
で
、
一

段
落
す
る
の
は
い
つ
も
「
行
く
年
来

る
年
」
の
お
寺
の
鐘
が
鳴
る
頃
。
で

す
か
ら
、
皆
と
同
じ
よ
う
に
「
紅
白

歌
合
戦
」
を
思
う
存
分
楽
し
み
た
い

と
願
っ
て
い
ま
し
た
（
笑
）。
結
局
、

う
ど
ん
屋
は
父
の
代
ま
で
と
な
り
ま

し
た
が
、
後
を
継
が
な
か
っ
た
一
人

息
子
は
就
職
先
で
図
ら
ず
も
「
食
」

分
野
に
関
わ
り
、
そ
れ
に
長
く
携
わ

る
半
生
に
な
っ
た
の
で
す
か
ら
、
ま

さ
に
不
思
議
な
縁
。

　

同
志
社
に
つ
い
て
は
、
チ
ャ
ペ
ル

を
中
心
と
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
に
一
目

惚
れ
。
そ
の
チ
ャ
ペ
ル
を
造
っ
た

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が
、
現
在
在
職
し
て
お

り
ま
す
山
の
上
ホ
テ
ル
も
造
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
も
ま
た
不
思
議
な
縁
を

得
た
な
と
思
っ
た
も
の
で
す
。

常
に
真
摯
で
あ
れ

　

商
学
部
で
の
恩
師
は
「
西
陣
の
織

物
の
流
通
」
を
研
究
さ
れ
て
い
た
出

石
教
授
。
卒
論
の
テ
ー
マ
は「
新
商
品

開
発
戦
略
」。
就
活
は
割
と
う
ま
く

い
き
ま
し
て
旭
化
成
へ
。
た
だ
、
食

品
事
業
も
や
っ
て
い
る
と
は
知
ら
な

か
っ
た
な
あ
、
と
い
う
の
が
実
際
の

と
こ
ろ（
笑
）。
本
社
は
大
阪
で
す
が
、

工
場
本
拠
地
の
延
岡
で
新
人
研
修
を

受
け
、
配
属
さ
れ
た
の
が
「
食
品
事

業
」
部
門
の
営
業
・
企
画
担
当
。
職

場
は
東
京
の
霞
が
関
ビ
ル
と
な
り
ま

し
た
。

　
「
華
の
東
京
で
一
旗
！
」
と
い
う

心
意
気
で
東
京
駅
に
着
い
た
も
の
の
、

独
身
寮
の
あ
る
上
福
岡
は
遥
か
先
。

駅
か
ら
寮
ま
で
の
道
中
に
牛
舎
が
あ

り
の
ん
び
り
牛
が
草
を
食
ん
で
い
ま

し
た
（
笑
）。

　

職
場
は
霞
が
関
ビ
ル
の
27
階
。
食

品
事
業
の
主
力
は
将
来
有
望
と
さ
れ

て
い
た
「
冷
凍
食
品
」
で
す
。
と
こ

ろ
が
あ
る
日
、
全
館
停
電
が
あ
り
、

す
わ
一
大
事
と
ば
か
り
、
全
員
で
ド

ラ
イ
ア
イ
ス
を
買
い
に
走
り
、
27
階

ま
で
駆
け
上
が
り
、
ま
た
駆
け
下
り
、

と
い
う
珍
事
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

　

冷
凍
食
品
の
新
商
品
開
発
、
営
業

と
い
っ
て
も
早
朝
５
時
か
ら
各
地
の

市
場
で
売
り
込
み
。
そ
れ
が
終
わ
る

と
す
ぐ
ス
ー
パ
ー
へ
直
行
営
業
、
と

い
っ
た
泥
臭
さ
。
新
商
品
も
「
和
風

お
弁
当
用
惣
菜
」
シ
リ
ー
ズ
の
よ
う

な
ヒ
ッ
ト
作
ば
か
り
と
い
い
た
い
の

で
す
が
、「
カ
レ
ー
入
り
鯛
焼
き
」
の

よ
う
な
失
敗
作
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま

す
。
で
も
、
常
に
「
最
終
判
断
は
自

分
自
身
。
常
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ

る
こ
と
」
を
肝
に
銘
じ
て
い
ま
し
た
。

　

食
品
事
業
の
譲
渡
に
伴
い
旭
化
成

か
ら
日
本
た
ば
こ
（
Ｊ
Ｔ
）
に
転
籍

し
た
り
、
中
国
製
冷
凍
餃
子
中
毒
事

件
の
当
事
者
に
な
っ
た
り
、
紆
余
曲

折
も
経
験
。
Ｊ
Ｔ
の
食
品
事
業
の
一

部
門
で
あ
る
べ
ー
カ
リ
ー
・
チ
ェ
ー

ン「
サ
ン
ジ
ェ
ル
マ
ン
」の
社
長
に
任

命
さ
れ
た
と
き
は
、
ま
た
一
か
ら
の

勉
強
だ
と
覚
悟
し
ま
し
た
。
な
に
し

ろ
、「
冷
凍
か
ら
焼
き
た
て
」
へ
、
で

す
。
う
ど
ん
屋
の
息
子
で
す
か
ら
麺

類
は
ド
ン
と
来
い
で
も
、
パ
ン
系
は

初
め
て
。
で
も
、
そ
れ
ま
で
の
キ
ャ

リ
ア
や
発
想
を
生
か
し
「
焼
き
た
て

パ
ン
の
冷
凍
」
を
多
く
の
外
食
ユ
ー

ザ
ー
に
供
給
。
事
業
量
も
拡
大
、
実

績
も
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
無
事
退
任
。

　

今
回
、
縁
あ
っ
て
日
本
の
代
表
的

な
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
テ
ル
の
一
つ
で
あ

る
山
の
上
ホ
テ
ル
の
執
行
役
員
と
な

り
ま
し
た
が
、
文
豪
の
ホ
テ
ル
と
い

わ
れ
る
由
緒
あ
る
た
た
ず
ま
い
や
、

伝
統
の
お
も
て
な
し
な
ど
を
多
く
の

方
々
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

え
ら
そ
う
に
す
る
こ
と
も
な
く
、

卑
屈
に
な
る
こ
と
も
な
く
「
常
に
真

摯
で
あ
れ
」。
後
半
生
も
こ
れ
を
モ
ッ

ト
ー
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

＊

文
責
／
谷
村
和
典
（
昭
47
年
・
文
）

昨年6月、実績十分の〈食分野〉
から転身された吉川さん。「昨日、
56歳になりまして」というその物
腰は、すでに大べテランのホテルマ
ンそのものでした。

（株）山の上ホテル執行役員　吉川恒男さん
（昭和57年　商学部卒）

昭和57年4月、旭化成入社、食品事業に所属し、営業・企
画部門を担当。平成11年8月、食品事業譲渡により日本た
ばこ産業（JT）に転籍入社。商品開発センター長。
平成23年5月、（株）サンジェルマンに出向、代表取締役社長。
平成27年5月にJT退社、6月、山の上ホテル入社

常に真摯であれ 〜不思議な縁の中で〜
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【協力】
同志社スポーツアトム編集局

在
は
紺
グ
レ
に
と
っ
て
計
り

知
れ
な
く
大
き
い
。

　

プ
レ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
精

神
面
で
も
チ
ー
ム
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。「
代

表
で
得
た
こ
と
を
同
志
社
ラ

グ
ビ
ー
に
還
元
し
て
い
き
た

い
」。そ
う
語
る
松
井
の
目
は

強
く
頼
も
し
い
。「
少
し
ず

つ
、
着
実
に
伝
え
て
い
き
た

い
」。世
界
を
経
験
し
た
も
の

と
し
て
、
そ
し
て
紺
グ
レ
の

核
と
し
て
経
験
を
受
け
伝
え
、

チ
ー
ム
を
支
え
る
と
い
う
大

き
な
使
命
を
今
季
は
担
う
。

「
松
井
が
い
る
安
心
感
が
あ
る
」（
山
神

監
督
）、「
松
井
が
い
る
、
い
な
い
の
で

は
か
な
り
違
う
」（
才
田
主
将
）
指
揮

官
、そ
し
て
主
将
か
ら
も
絶
大
な
信
頼

を
得
て
い
る
。世
界
を
相
手
に
鎬し
の
ぎを
削

り
、一
回
り
大
き
く
な
っ
た
松
井
の
存

ブ
ン
ス
日
本
代
表
を
経
て
、
ス
ピ
ー

ド
で
は
負
け
な
い
確
か
な
自
信
を
掴

ん
だ
。
ま
た
、
今
季
の
彼
は
ス
ピ
ー

ド
だ
け
で
は
な
い
。
今
リ
ー
グ
、
出

場
が
少
な
い
な
が
ら
も
１
人
２
人
の

タ
ッ
ク
ル
で
は
簡
単
に
倒
れ
な
い
強

さ
が
見
ら
れ
、
課
題
で
あ
っ
た
フ
ィ

ジ
カ
ル
面
で
も
大
き
な
成
長
を
う
か

が
わ
せ
る
。
技
術
面
の
ほ
か
に
も
多

く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。「
日
本
代
表
レ

ベ
ル
の
選
手
は
オ
ン
と
オ
フ
の
切
り

替
え
が
と
に
か
く
早
い
」。ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
選
手
と
同
じ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
し
、
そ
の
集
中
力
と
プ
ロ
意
識
に

驚
か
さ
れ
た
と
い
う
。

　

ま
た
名
将
・
エ
デ
ィ
ー
Ｈ
Ｃ
に
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め

る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
て
突
き

付
け
ら
れ
た
。「
年
齢
、ポ
ジ
シ
ョ
ン

関
係
な
く
言
い
た
い
こ
と
を
も
っ
と

言
え
る
よ
う
に
し
な
い
と
」。日
本
を

牽
引
す
る
ト
ッ
プ
選
手
へ
と
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
―
―
。
多
く

の
課
題
を
一
歩
一
歩
ク
リ
ア
し
て
い

き
た
い
。

紺
グ
レ
戦
士
と
し
て

　

代
表
遠
征
で
な
か
な
か
チ
ー
ム
に

合
流
で
き
な
い
松
井
だ
っ
た
が
、
合

流
直
後
の
関
学
戦
で
は
チ
ー
ム
が

苦
戦
す
る
中
、
３
ト
ラ
イ
を
決
め

チ
ー
ム
の
勝
利
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

世
界
を
経
験
し
て

　

同
志
社
、
そ
し
て
日
本
が
誇
る
ス

ピ
ー
ド
ス
タ
ー
、
Ｗ
Ｔ
Ｂ
松
井
千
士
。

持
ち
前
の
ル
ッ
ク
ス
と
圧
倒
的
な
ラ

グ
ビ
ー
セ
ン
ス
で
世
界
を
魅
了
し
た

男
が
心
身
と
も
に
大
き
く
な
っ
て
同

志
社
に
帰
っ
て
き
た
。

　

松
井
の
一
番
の
武
器
は
何
と
い
っ

て
も
50
メ
ー
ト
ル
５
秒
８
の
俊
足
だ
。

自
慢
の
ス
ピ
ー
ド
を
生
か
し
て
グ
ラ

ウ
ン
ド
上
を
疾
走
し
、
一
気
に
イ
ン

ゴ
ー
ル
へ
と
駆
け
抜
け
る
。
今
と

な
っ
て
は
相
手
選
手
の
必
死
の
タ
ッ

ク
ル
を
華
麗
に
か
わ
し
、
独
走
し
て

決
め
る
ト
ラ
イ
が
松
井
の
代
名
詞
と

な
り
つ
つ
あ
る
。「
ス
ピ
ー
ド
だ
け

で
考
え
れ
ば
世
界
の
ト
ッ
プ
プ
レ
イ

ヤ
ー
と
も
互
角
で
渡
り
合
っ
て
い
け

る
」。15
人
制
の
日
本
代
表
合
宿
や
セ

同志社スポーツ

ラグビー部　　特集

松井千
ち ひ と

士 
男子セブンズ日本代表に

選ばれる

同
志
社
を
頂
点
へ

　

小
学
１
年
生
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
を
始

め
て
か
ら
、
ラ
グ
ビ
ー
漬
け
の
日
々

を
送
っ
て
き
た
。
松
井
に
と
っ
て

「
ラ
グ
ビ
ー
の
魅
力
は
信
頼
の
で
き

る
、濃
い
仲
間
が
で
き
る
こ
と
」。
か

け
が
え
の
な
い
仲
間
と
共
に
全
国
の

頂
へ
―
―
。
そ
し
て
長
き
に
わ
た
り

東
高
西
低
が
続
く
大
学
ラ
グ
ビ
ー
界
。

「（
関
東
の
大
学
に
）
勝
つ
自
信
は
あ

る
」。
そ
の
厚
く
て
高
い
壁
を
打
ち

破
る
の
は
こ
の
男
し
か
い
な
い
。
桜

の
ジ
ャ
ー
ジ
か
ら
紺
グ
レ
ジ
ャ
ー
ジ

へ
と
様
を
変
え
、
松
井
は
勝
負
の
時

を
待
つ
。

文
責
／
山
崎
和
泉（
社
会
・一
年
）
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団体名 イベント名、日時、会場、参加者数、講演者、講演テーマなど
神奈川県支部 【同志社神奈川の集い】 ( 校友会、同窓会合同 )

11 月 22 日（日）14:00 ～　崎陽軒本店　130 名
講演：学校法人同志社 大谷 實 総長「刑事法に関わる今日的問題」
インタビュー：「人間　大谷総長と同志社を語る」
ミニミニライブ：シンガーソングライター 伊藤 誠 氏（昭 51 年商卒）

千葉県支部 【総会・懇親会】　※来年度より総会・懇親会は 6 月頃に開催の予定
10 月 3 日（土）14:00 ～　ホテルプラザ菜の花　60 名
特別講演：同志社大学社会学部 佐伯順子 教授

「明治・大正期のメディアが伝えた働く女性―ハンサムウーマンの系譜」

埼玉県支部 【総会・懇親会】
10 月 17 日（土）13:00 ～　ラフレさいたま　50 名
講演：ノンフィクション作家 保阪正康 氏（昭 38 年文卒）

「戦後 70 年、同志社の視点で考える」

群馬県支部 【総会・懇親会・同志社フェア in 安中】
8 月 30 日（日）11:00 ～　
地域交流イベント：新島学園礼拝堂　約 700 名
講演：同志社大学 村田晃嗣 学長

「バック・ツゥ・ザ・フューチャー 2015」
交流レセプション：17:30 ～　並木苑　約 270 名

栃木県支部 【総会・懇親会】
6 月 6 日（土）13:30 ～　栃木県総合文化 センター
一般市民向け講演：「同志社フォーラム 2015」　110 名
同志社大学大学院 浜 矩子 教授「地球の時代は地域の時代」
～グローバル時代のローカルな生き方～

茨城県支部 【総会・懇親会】
10 月 24 日（土）13:00 ～　ホテルマロウド筑波　33 名
予定されていた講演会は、講演予定者が急病のため中止

山梨県支部 【総会・懇親会】
12 月 5 日（土）13:00 ～　甲府・ホテル談露館　約 200 名
同志社創立 140 周年記念講演：同志社大学大学院 浜 矩子 教授

「国境なき今を我々はどう生きるか」～地球の時代は地域の時代～

長野県支部 【総会・懇親会】
12 月 6 日（日）11:00 ～　松本市・ホテル ブエナビスタ　69 名
講演：学校法人同志社 大谷 實 総長「同志社の今」

同窓会東京支部 【総会・懇親会】
5 月 20 日（水）11：30 ～　青山ダイヤモンドホール　55 名
講演：同志社大学 村田晃嗣 学長「2025 年の同志社教育」

樹徳会東京支部 【総会・懇親会】
11 月 22 日（日）11:30 ～　ホテルグランドパレス　約 120 名
講演：同志社大学 村田晃嗣 学長「グローバル・トレンドを語る」

同経会東京支部 【東京のつどい】
11 月 10 日（火）18：30 ～　プレスセンターホール　70 名
講演：キヤノングローバル戦略研究所理事長 福井俊彦 氏

「わが国にとって、もう待ったなしの基本問題とは」

政法会東京支部 【総会・懇親会】
9 月 9 日（水）18：00 ～　同志社大学 東京オフィス　30 名
記念講演：弁護士 結城大輔 氏

「民法改正で、暮らしとビジネスはどう変わるか」

スポーツユニオン関東支部 【総会・懇親会】
10 月 25 日（日）11:00 ～　学士会館　180 名
基調講演： レスリング部 三村和人 ヘッドコーチ

「五輪選手も育てた名指導者が同志社スポーツについて語る！」

東京校友会 関係諸団体の 2015 年活動レポート
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クローバー会　2015年11月13日開催

七五三太新聞

錦三・七五三太公園

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

テ
ー
マ
は
「
江
戸
神
田
生
ま
れ
の

新
島
七
五
三
太
…
神
田
っ
子
の
心
意

気
…
。
新
島
襄
が
子
供
の
頃
、
神
田

界
隈
の
人
々
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を

し
て
い
た
の
か
、
語
っ
て
も
ら
い
ま

す
。
新
島
が
21
年
間
暮
ら
し
た
安
中

藩
上
屋
敷
の
詳
細
な
図
面
も
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、錦
三
・
七
五
三
太

公
園
名
付
け
親
・
前
田
智
彦
氏
、
江

戸
文
化
研
究
者
・
後
藤
禎
久
氏
、
安

中
藩
家
老
末
裔
・
眞
下
正
雄
氏
で
す
。

　

前
田
氏
と
後
藤
氏
は
、
チ
ャ
キ
チ

ャ
キ
の
神
田
っ
子
。
話
の
内
容
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、「
江
戸
っ
子
だ
っ
て

ね
ぇ
」
と
聞
か
れ
「
神
田
の
生
ま
れ

よ
」
と
粋
が
っ
て
返
答
し
た
神
田
っ

子
の
語
り
口
も
、
お
楽
し
み
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。

同
志
社
東
京
校
友
会
出
版
物
ご
案
内

　

第
一
部
は
「
七
五
三
太
新
聞
」。

新
聞
（
か
わ
ら
ば
ん
）
の
形
式
で
、

七
五
三
太
少
年
の
成
長
と
七
五
三
太

を
取
り
巻
く
江
戸
の
出
来
事
を
同
時

に
描
き
だ
す
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
本
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、
新
島
襄
21
歳
ま
で
に

限
定
し
、「
七
五
三
太
」
に
関
す
る
論

文
と
エ
ッ
セ
ー
を
集
め
ま
し
た
。

　

七
五
三
太
の
誕
生
祝
い
の
品
々
、

七
五
三
太
の
家
族
と
家
系
、
父
の
寺

子
屋
、七
五
三
太
と
幕
末
の
動
乱
、漢

学
か
ら
洋
学
へ
の
転
換
、
軍
艦
操
練

所
へ
の
入
学
と
退
学
、
開
成
所
（
開

成
校
）
と
の
関
わ
り
、
洋
式
帆
船
で

の
玉
島
航
海
な
ど
、
充
実
し
た
内
容

で
す
。

　

冊
子
は
非
売
品
扱
い
で
す
が
、
校

友
の
皆
様
に
は
一
冊
千
円
の
出
版
協

力
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

千
代
田
区
の
後
援

　

昨
年
か
ら
地
元
神
田
錦
町
三
丁
目

町
会
、
千
代
田
区
観
光
協
会
、
学
士

会
館
の
後
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
は
千
代
田
区
の
後
援
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。
区
の
お
知
ら
せ

や
町
内
会
の
掲
示
板
で
も
広
報
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

午
餐
会
に
ご
参
加
の
方
は
、
必
ず

事
前
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

文
責
／
支
倉　

清（
昭
48
年
・
法
）

碑
前
祭

　

10
時
45
分
開
始
で
す
。
一
緒
に
讃

美
歌
と
カ
レ
ッ
ジ
・
ソ
ン
グ
を
歌
い

ま
し
ょ
う
。

ロ
ー
バ
ー
会
」
と
し
て
発
足
し
ま
し

た
。
発
足
し
た
と
言
っ
て
も
年
2
回

程
度
、
不
定
期
で
集
ま
り
先
輩
後
輩

を
超
え
て
昔
話
に
華
を
咲
か
せ
て
い

る
気
楽
な
会
で
す
。

　

体
育
会
出
身
者
も
多
数
い
る
の
で
、

「
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
」「
同
志
社
チ

ア
ー
」
は
お
手
の
も
の
、
同
志
社
人

の
心
の
歌
「
同
志
社
逍
遥
歌
」
も
歌

え
る
（
未
だ
お
披
露
目
で
き
て
い
ま

せ
ん
が
）
こ
と
も
、
会
の
楽
し
み
だ

と
自
負
し
て
い
ま
す
。
ク
ロ
ー
バ
ー

会
メ
ン
バ
ー
は
、
上
は
１
９
８
０

年
入
社
か
ら
下
は
２
０
１
５
年
入

　

味
の
素
社
に
は
同
志
社
大
学
卒

業
生
が
総
勢
35
名
在
籍
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
少
な
い
と
見
る
か
、
多

い
と
見
る
か
は
別
と
し
て
、
年
々
メ

ン
バ
ー
が
増
え
て
い
る
こ
と
と
、
収

ま
り
が
良
い
！
と
い
う
の
が
率
直
な

感
想
で
す
。
こ
れ
ま
で
社
内
で
同
志

社
出
身
者
に
出
会
う
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
集
ま
る
こ
と
は
皆
無
で
し
た
が
、

２
０
０
９
年
頃
か
ら
関
東
に
在
籍
し

て
い
る
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
る
よ
う
に

な
り
、
２
０
１
４
年
度
正
式
に
「
ク

今
年
の
５
月
15
日
は
「
オ
ー
ル
同
志
社
」
で
行
こ
う
！

あ
の
“
ハ
ゲ
タ
カ
”
の
人
気
作
家
真
山
仁
さ
ん
の
特
別
講
演
も
決
定
！

企
業
内
同
志
社
会

味
の
素
株
式
会
社
　
ク
ロ
ー
バ
ー
会

社
、
仕
事
も
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
活

躍
の
場
の
広
さ
を
感
じ
ま
す
。
関
東

以
外
や
海
外
で
活
躍
し
て
い
る
メ
ン

バ
ー
が
い
る
の
で
、
全
員
揃
う
こ
と

が
中
々
で
き
な
い
の
が
悩
み
で
す
が
、

ク
ロ
ー
バ
ー
会
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
で
一
度
は
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が

出
来
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
自
由
な
雰
囲
気
を
活
か
し
つ

つ
、
皆
が
参
加
し
や
す
い
会
に
し
て

い
き
ま
す
！

　

文
責
／
功
力
英
俊（
味
の
素
株
式

会
社
ウ
ェ
ル
ネ
ス
事
業
部
企
画
Ｇ 

平
４
・
文
学
部　

社
会
学
科
産
業
関

係
学
専
攻
卒
）

新島襄生誕の地碑前祭を２月12日学士会館で行います。今年
は、「錦

きんさん

三・七
し め た

五三太公園」オープン記念の公開シンポジウム
を開催し、記念の冊子も発行します。ぜひご参加下さい。

新島襄生誕の地
碑前祭ご案内
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真山 仁さん 昭和 62 年法学部卒

「2015春の集い」の鏡開き

2015 春の集い第三部の華、 応援団の演舞

新
学
長
・
松
岡
敬
先
生
の
ス

ピ
ー
チ
。

●
第
二
部
は
、
例
年
、「
春

の
集
い
」
の
呼
び
物
と
な
っ

て
い
る
「
校
友
の
講
演
」
で
、

今
回
は
、
あ
の
＂
ハ
ゲ
タ
カ
〟

シ
リ
ー
ズ
で
お
な
じ
み
の
経

済
小
説
の
第
一
人
者
真
山
仁

さ
ん
に
決
定
！　

ち
ょ
う
ど

昨
秋
11
月
か
ら
週
刊
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
で
＂
ハ
ゲ
タ
カ
〟
シ

リ
ー
ズ
第
５
弾
が
始
ま
っ
た

ば
か
り
。
人
気
作
家
の
登
場

に
「
待
っ
て
ま
し
た
！
」
の

声
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

　

真
山
仁
さ
ん
は
大
阪
府
生

ま
れ
で
、
昭
和
62
年
に
法
学

部
政
治
学
科
を
卒
業
し
た
校

し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

ぜ
ひ
、首
都
圏
の
＂
同
志
社
人
〟
の

集
い
に
ご
参
集
く
だ
さ
い
！

新
学
長
と
人
気
作
家
の
講
演
を

　

会
の
流
れ
を
恒
例
に
従
っ
て
紹
介

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
開
場
は
12
時
。
13
時
か
ら
の
第
一

部
開
始
ま
で
の
間
に
「
名
刺
交
換

会
」。
第
一
部
は
ク
ロ
ー
バ
ー
ク
ラ
ブ

に
よ
る
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
、
同
志
社

大
学
歌
、
開
会
祈
祷
、
賛
美
歌
斉
唱
、

会
長
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
。
こ
う
し
た

催
し
で
は
東
都
初
お
目
見
え
と
な
る

会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。　

　

そ
の
熱
気
を
受
け
継
ぐ
べ
く
、
今

年
の
実
行
委
員
会
（
同
志
社
大
学
の

昭
和
47
年
卒
・
57
年
卒
・
平
成
４
年

卒
・
14
年
卒
の
グ
ル
ー
プ
で
構
成
）

は
、
大
い
に
張
り
切
っ
て
様
々
な
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
こ
の
催
し
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
テ
ー
マ
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
が
、
ち

な
み
に
昨
年
の
場
合
は
「
同
志
社
オ

ン　

マ
イ　

マ
イ
ン
ド
」。
こ
れ
を
受

け
て
、今
年
の
テ
ー
マ
は
「
オ
ー
ル
同

志
社
」。
つ
ま
り
、
学
校
法
人
同
志
社

／
同
志
社
大
学
、
同
志
社
女
子
大
学
、

同
志
社
中
学
校
・
高
等
学
校
、
同
志

社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
、
同
志

社
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
、
同
志

社
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
、
同
志

社
小
学
校
、
同
志
社
国
際
学
院
初
等

部
・
国
際
部
、
同
志
社
幼
稚
園
に
学

ん
だ
す
べ
て
の
人
々
の
「
集
い
」
に

５
月
15
日（
日
）の
予
定
を
✓□️

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
早
速
で
す
が
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
チ
ェ
ッ
ク
を
お
願
い
し
ま
す
。
５

月
15
日
の
日
曜
日
の
午
後
は
、
ぜ
ひ

「
同
志
社
東
京　

春
の
集
い
」
の
た
め

に
開
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

も
う
す
っ
か
り
定
着
し
た
感
が
あ

り
ま
す
が
、
改
め
て
ご
案
内
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
と
、「
同
志
社　

春
の

集
い
」
は
、
今
年
で
18
回
目
。
昨
年

は
６
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者
を
得

て
、
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
の
大

「2016同志社東京春の集い」お知らせ
今
年
の
５
月
15
日
は
「
オ
ー
ル
同
志
社
」
で
行
こ
う
！

あ
の
“
ハ
ゲ
タ
カ
”
の
人
気
作
家
真
山
仁
さ
ん
の
特
別
講
演
も
決
定
！

友
で
す
（
詳
し
い
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、

の
ち
ほ
ど
告
知
情
報
な
ど
で
）。
著
書

販
売
サ
イ
ン
会
も
予
定
。

●
第
三
部
は
、大
懇
親
会
。
立
食
ブ
ッ

フ
ェ
で
テ
ー
ブ
ル
は
各
年
代
別
。「
異

業
種
交
流
タ
イ
ム
」「
応
援
団
演
舞
」

な
ど
も
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
詳
細
情
報
は
、
後
ほ
ど
「
春
の
集

い
」
案
内
状
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
ま
た
東
京
校
友
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
情
報
を
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。「
同
志
社
東
京
校
友
会
」
で
検

索
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
文
責
・「
春
の
集
い
」実
行
委
員
会
）
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京
都
市
主
催
「
京
あ
る
き
in
東
京
」

大
学
の
講
座 

３
月
４
日 

ご
案
内

HP 会員ページ
ログイン情報

　

新
島
襄
は
帰
国
後
横
浜
か
ら
一
路

両
親
の
待
つ
安
中
に
向
か
い
、
帰
国

第
一
声
を
こ
の
地
で
放
ち
、
キ
リ
ス

ト
教
宣
教
活
動
を
開
始
し
た
の
で
し

た
。
襄
の
想
い
は
、
こ
の
地
に
多
く

の
信
者
を
得
ら
れ
た
こ
と
だ
け
で
な

く
、
安
中
教
会
や
新
島
学
園
に
受
け

継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

さ
て
、
私
は
こ
の
数
年
東
京

ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
編
集
委
員
と
し
て
、

ま
た
２
年
前
か
ら
は
編
集
長
と
し
て

携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度

東
京
ニ
ュ
ー
ス
発
行
当
初
か
ら
編
集

に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
新
田
博
伸
常

任
幹
事
に
次
号
か
ら
編
集
長
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
校
友
の
皆
様
の
大
き
な

支
え
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
２

年
間
援
助
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
、
最
後
の
編
集
後

記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

　

文
責
／
片
桐　

陽（
昭
42
年
・
工
）

　

２
０
１
６
年
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
記
念
す
べ
き
１
０
０
号
を

発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、

25
年
間
永
々
と
発
行
し
続
け
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
の
も
、
東
京
ニ
ュ
ー

ス
の
初
代
編
集
長
西
村
四
郎
様
の
熱

き
想
い
を
引
き
継
い
だ
歴
代
の
編
集

者
、
ま
た
そ
れ
を
支
え
ら
れ
た
校
友

の
協
力
に
よ
る
も
と
の
と
感
謝
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
続
く
１
０
１
号
を

創
刊
１
０
０
号
突
破
記
念
特
大
号
と

し
て
、
初
め
て
24
ペ
ー
ジ
の
永
久
保

存
版
を
発
行
出
来
ま
し
た
こ
と
は
編

集
人
と
し
て
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

　

ま
た
昨
年
は
同
志
社
創
立
１
４
０

周
年
記
念
行
事
と
し
て
、８
月
に「
同

志
社
フ
ェ
ア
in
安
中
」
が
新
島
襄
ゆ

か
り
の
地
安
中
で
開
催
さ
れ
、
全
国

か
ら
３
０
０
名
の
校
友
が
新
島
学
園

礼
拝
堂
に
集
い
ま
し
た
。

 
今
年
度
定
時
総
会
・
評
議
員
会
案
内

【
日
時
】

２
０
１
５
年
２
月
25
日
㈭
18
時
～

【
場
所
】

同
志
社
大
学
東
京
オ
フ
ィ
ス

【
議
題
】

（
報
告
事
項
）

①
２
０
１
５
年
度
活
動
報
告

②
会
計
報
告
・
会
計
監
査
報
告

③
そ
の
他

（
審
議
事
項
）

①
第
１
号
議
案

２
０
１
５
年
活
動
計
画
案

②
第
２
号
議
案

収
支
予
算
案

③
そ
の
他

※
出
席
希
望
さ
れ
る
方
は
、
２
月
19

日
（
金
）
ま
で
に
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

電　

話
０
３
・
５
５
７
９
・
９
７
２
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
・
５
５
７
９
・
９
７
２
９
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す
み
れ
亭 

昭
和
38
年
会
俳
句
会

村
歌
舞
伎
見
得
極
り
た
る
お
軽
か
な

平
野
　
豊
嗣

編
　
集
　
後
　
記

　

京
都
市
は
２
０
１
１
年
よ
り
東
京

都
内
各
所
で
京
都
の
魅
力
を
伝
え
る

イ
ベ
ン
ト
「
京
あ
る
き
in
東
京
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
同
志
社
大
学
を

は
じ
め
都
内
に
拠
点
を
持
つ
京
都
の

大
学
は
特
別
講
座
の
提
供
を
通
じ
て

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

【
京
都
の
大
学
に
よ
る
特
別
講
座
】

（
要
申
込
み
・
受
講
無
料
）

日
時
：
２
０
１
６
年
3
月
4
日
（
金
）

12
時
30
分
か
ら
14
時
（
90
分
）

会
場
：
京
都
造
形
芸
術
大
学
・
東
北

芸
術
工
科
大
学　

外
苑
キ
ャ
ン
パ
ス

　

港
区
北
青
山
１–

７–
15

講
師
：
文
学
部
国
文
学
科
教
授

岩
坪　

健
（
い
わ
つ
ぼ　

た
け
し
）

タ
イ
ト
ル
：「
源
氏
物
語
と
冷
泉
家
」

参
加
に
は
、
事
前
に
専
用
Ｈ
Ｐ
も
し

く
は
事
務
局
に
ハ
ガ
キ
で
申
込
み
が

　「
色
に
耽
っ
た
ば
っ
か
り
に
お
前
を
連
れ
て
都
落
ち
」、「
何
を
言
わ
ん
す
。
例
え
地
獄

の
果
て
ま
で
も
従
い
て
行
く
わ
エ
お
前
さ
ん
」、
そ
こ
で
百
姓
の
お
軽
は
き
っ
と
空
の
彼

方
へ 

大
見
得
を
切
る
。
間
髪
を
入
れ
ず
「
お
夏
ち
ゃ
あ
ん
」
と
声
が
か
か
り
、
お
ひ
ね

り
の
雨
。
農
繁
期
が
終
わ
っ
て
全
国
で
演
じ
ら
れ
た
村
芝
居
、こ
こ
で
は
『
お
軽
三
平
』。

　
懐
か
し
い
場
面
を
見
事
一
句
に
ス
ナ
ッ
プ
し
た
。
季
語
は「
村
歌
舞
伎
」。「
地
芝
居
」。

（
選
評
・
あ
か
ぎ
倦
鳥
）

必
要
で
す
。
専
用
サ
イ
ト
が
オ
ー
プ

ン
さ
れ
れ
ば
東
京
校
友
会
Ｈ
Ｐ
等
で

ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
か
ら
続
く
和
歌
の
家
、

冷
泉
家
と
源
氏
物
語
と
は
深
い
関
係

が
あ
り
ま
す
。
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス

お
隣
の
冷
泉
家
の
お
話
も
聞
け
る
機

会
に
な
る
で
し
ょ
う
。

文
責
／
安
永
昌
代（
昭
56
年
・
経
）

12


